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教室便り (平成16･17年度)

卒業生の皆様､お元気でお過ごしでしょうか｡

日頃､母校を暖かくお見守り下さり､ありがとう

ございます｡平成17(2005)年度の地理学教室

の近況について､お知らせいたします｡

まず､式正英名誉教授が叙勲 (瑞宝中綬章)さ

れました｡式先生は､本学で33年間､教育 ･研

究に努められ､学部長､附属高校校長ほか要職を

歴任されました｡本学ご退官後も､東京農大教授

として活躍されました｡借越ながら､お祝い申し

上げ､先生の益々のご発展をお祈り申し上げます｡

なお､お茶の水地理学会が､1月14日に叙勲をお

祝いする会を開催されました｡

次に､学内での教室メンバーの動向です｡前号

で､ご紹介したように､地理学の現 ･教員6名は､

学部では､人文科学科 ･地理学コース (田宮 ･栗

原 ･水野 ･内田)､学部共通 ･グローバル文化学

環 (石塚 ･熊谷)と2カ所に分属しています｡グ

ローバル文化学環は､平成17年度入学生 (現1年

坐)から適用された (本学の将来構想をにらんだ)

新コースです｡大学院博士前期課程では､自然地

理 ･人文地理ともに､次年度から新設の ｢ジェン

ダー社会科学｣専攻に所属します｡この新専攻は､

従来の ｢発達社会科学専攻/生活 ･開発科学系｣
を発展 ･独立させたものです｡また､平成19年

度から大学院重点化 (教員全員が大学院所属とな

る)が予定されています｡そのため､博士後期課

程では､自然地理 ･人文地理ともに､｢ジェンダ

ー学際専攻｣に集結する予定です｡これまで博士

後期では､地理学という学問の性格上､教員が5

専攻に分属していましたが (田宮 :複合領域科学､

石塚 :比較社会文化､杉谷 :人間環境科学､熊

谷 ･水野 :ジェンダー学際､内田 :国際日本学)､

研究者養成のためには地理学教員が1専攻に集ま

るほうが合理的であり､また､本学の中心である

ジェンダー研究に合流することが教室の発展につ

ながると判断した結果です｡ご理解いただきます

よう､お願いいたします｡

地理学教室の学生数は､平成17年度､学部2年

19名､3年14名､4年22名､大学院博士前期課程

1年4名､同2年3名､博士後期課程は (休学も含

め)9名在籍しています｡なお､新年度の博士前

期進学者は7名 (うち学部 ･地理からの学内進学

者3名)､学部地理学コース進学予定者は14名が

予定されています｡

さて､最近の学生の就職等の状況です｡博士後

期では､昨年 (平成16)度､稲田七海さんが国

立社会保障 ･人口問題研究所へ､石黒直子さんが

滋賀県立大学-､片岡久美さんが国立環境研究所

-､それぞれ常勤研究員として就職されました｡

平成18年度4月から寄藤晶子さんが､松本大学に

専任講師として勤務します｡博士前期の院生2名

は､岩野聡美さんが就職 (シンクタンク)､佐藤

真知子さんが進学 (本学 ･博士後期)されました｡

なお､今年度博士前期修了生3名 (吉本祥子さん､

福嶋聡子さん､鶴月好子さん)は､旅行会社､大

学職員､博物館職員に内定しています｡学部生の

就職先に関しては､紙幅の関係上､お茶地理ニュ

ーズレターに譲りました (ご容赦下さい)｡今後

とも､後輩たちの就職について､援護射撃いただ

きますよう､心からお願い申し上げます｡ なお､

本学大学院助手の倉光ミナ子さん (45回生)が､

4月より天理大学専任講師としてご栄転されます｡

また､学位 (博士)取得者として､斎藤元子さん

(40回生､大学院D平成16年満期退学)､西律子

さん (大学院D平成16年満期退学)のお二人が

います｡その論文要旨は､本号に掲載しましたの

で､ご覧下さい｡

スタッフの人事関係では､1昨年度の内藤博夫

教授のご退職に続き､動きがあります｡昨年4月､

杉谷隆教授が高知大学人文学部教授として転任し

ました｡また､事務補佐として教室を6年間支え

て下さった中台由佳里さんは､今年度末で退職し

ます｡そして､新年度から新任の教員と事務職員

(非常勤)が着任予定です｡宮津仁さん (GIS･

福祉地理 ･都市地理/東京都立大学 ･地理ご出

身)が､東北大学理学研究科助手から､本学に助

教授として着任します｡教室事務 (新名称 :アカ

デミック･アシスタント)には､昨年度までお茶

の水地理学会事務局を支えてこられた倉本美奈子

さん (30回生)と沼畑早苗さん (38回生)に､
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ご無理願うことになりました｡宜しくお願いいた

します｡最後になりますが､私､内田は次年度よ

り､奈良女子大学大学院人間文化研究科教授とし

て転任いたします｡優秀な学生たちに囲まれ､充

実した12年間のお茶大教師生活でした｡ 学長補

佐ほか学内の要職も拝命し､大学運営も学びまし

た｡ 何より､卒業生の皆様に本当に良くしていた

だきました｡この場を借りて､長年のご厚情を感

謝いたします｡ありがとうございました｡(2006

年3月記/内田忠賢)

[2005年度巡検一覧]

今年度､企画立案､実施にあたっては､非常勤

講師の先生や卒論学生のご協力をいただきました｡

ありがとうございます｡(内田)

5月8日 江の島の地形 (永迫先生 :非常勤講

師)

5月31日 歴史を歩く･街を学ぶ :両国～浅草

(内田)

6月30日 下町の富士塚に登る :下谷 (内田)

8月10日 地方都市の現在 :高知 (内田)

9月24日 日本の中のアメリカ:福生 (内田)

11月11日 近代日本の光と影/炭鉱都市を歩

く:田川 ･飯塚 (内田)

11月19日 多摩丘陵の開発 (八王子みなみ野)

11月27日 鎌倉を歩く (永迫先生 :非常勤講

師)

12月 自主巡検 :靖国神社 (学部4年 田

代光恵さんご協力､内田認定)

12月 自主巡検 :江戸博 ｢大正 ･昭和の

旅｣展 (内田)

1月 小気象観測 (八王子湯殿川谷頭周辺

(拓殖大学八王子キャンパス))(冒

宮)

1-2月 自主巡検 :大宅壮一文庫 (内田)

2月14日 燃える新宿60年代を体験する (内

田 ･熊谷)
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